
水の流れ解析を行う事で水みち、集水域、水たまりを可視化。大雨時における集水箇所を
把握する事で洗堀防止対策を行うべき箇所の検討や重機退避場所の設定に活用。

降雨を待ち状況を現地で確認 → 対応策の検討、準備 → 対策 → 現地確認

現地測量(TS・レベル等)10人工+図面流量算出(CAD等)10人工=20人工

降雨待たず対応策の検討、準備 → 対策 → 現地確認

解析・計算1人工+打合せ2人工+点群取得1人工＝4.人工(80.0%削減)
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― シミュレーションによる降雨対策・運搬計画の最適化 ― 
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取組概要

降雨を待ち状況を現地で確認 → 対応策の検討、準備 → 対策 → 現地確認

現地測量(TS・レベル等)10人工+図面流量算出(CAD等)10人工=20人工

降雨待たず対応策の検討、準備 → 対策 → 現地確認

解析・計算1人工+打合せ2人工+点群取得1人工＝4.人工(80.0%削減)

本工事施工箇所

VIRTUAL SHIZUOKAの公開点群と現場取得の点群から雨水の流れをシミュレーション

✓ 水みち、水たまりの予測結果から降雨時の重機退避所および水切り箇所を設定

✓ 集水域の予測結果により対策実施の基準となる降水量を設定

→ 最適な降雨対策を効率よく実現

降雨時の水みち、水たまり、集水域のシミュレーション

本工事では、ICT施工StageⅡの取り組みにより、計画段階から実施工のプロセスにおいて生産性の向上を実現した
• VIRTUAL SHIZUOKAの公開点群と現場取得の点群を用いて降雨時の雨水の流れをシミュレーションし、効率的に最適な降雨対策検討を実施
• 運搬シミュレーションによるアジテータ車の台数・出荷ピッチの最適化と運行管理システムによる車両管理により品質の向上と作業の効率化、

経験の浅い職員でも練度の高い計画・管理を実現
• モバイル端末を用いて効率的に最新地形を把握し、進捗状況を逐次確認することで施工不良による手戻り等の工期遅延を防止

有効性
降雨対策の最適化を実現
対策検討に費やす時間を大幅に削減

先進性 雨水シミュレーションを用いた施工業者による降雨対策検討

波及性
公表点群の活用（VIRTUAL SHIZUOKA）
ブラウザで操作・解析・閲覧が可能なシミュレーション

大
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り
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検証結果検証結果
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現地測量

図面・流量算出

合計

従事者数 作業人工

10人 10人工

10人 10人工

検証内容
本取組

20人 20人工

従事者数 作業人工

1人 1人工

3人 3人工

Virtual静岡・Vidoc

SiTE・Scope

4人 4人工

従来手法

TS・レベル測量

CAD・エクセル等

現地測量

図面・流量算出

合計

作業人工

10人工

10人工

検証内容

本取組

20人工

作業人工

1人工

3人工

VIRTUAL SHIZUOKA・SC Quick3D

SC Simulation

4人工

従来手法

TS・レベル測量

CAD・エクセル等

39mm/h

169mm/h

66mm/h

排水管のオーバーフローリスクが高まる降水量を予測

予測結果より

対策の実施基準となる

降水量を事前に設定



水の流れ解析について

日常的に取得している点群データを使用し、水みち、集水域、水たまりを可視化する手法

雨水解析により得られた結果を元に事前対策を実施

点群データ 解析結果

雨水解析

水みち 集水域

水たまり

地理情報解析用の
ソフトウェアを使用

◼ 解析に用いた点群データ
下記点群を合成して作成

✓現場取得の点群データ
✓バーチャル静岡の点群データ
※LPデータ グリッドデータを使用

現場周辺

解析結果の留意点
• 点群データの不要物(木、重機等)の
影響が含まれる

• 水の勢いは再現不可
⇒越水は発生しない

• 解析時、地面への水の浸透は未考慮

バーチャル静岡 参考URL：https://virtualshizuokaproject.my.canva.site/

16時間

4時間

75％
削減

効率化

10人

4人

80％
削減

省力化

従来 従来今回 今回

１/５へ削減

調査・計画は本工事内での範囲として検証

調査および計画における削減効果

運搬シミュレーション(SC Simulation)を用いて、運搬ダンプ台数の検討を実施。

一般的に土工におけるダンプで活用するが、本工事ではアジテータ運搬車両にも活用。

現地測量 図面・流量算出 合計

従
来
手
法

従事者数 作業日数 作
業
人
工

10人 1日 10人工

10人 1日 10人工

TS・レベル測量

CAD・エクセル等

2日

(16時間)

検証内容

本取組み

20人 20人工

従事者数 作業日数 作業人工

1人 1人工

3人 0.25日 3人工

0.5日

(4時間)

0.25日

Virtual静岡・Vidocで点群データ

SiTE・Scope

4人 4人工

有効性

先進性

波及性

最適台数の設定時間を削減・品質の向上
若手職員の補助

ダンプでの検討は事例があるが
アジテータ車での検討は稀

汎用的なアプリデバイスの活用

検証結果
→変えます

速度分布(ルート上)

速度分布(経時変化)

走行実績の可視化 危険個所の音声通知モバイル端末(SC Fleet)搭載

実施確認

合計

必要工数

3日

検証内容

3日

必要工数

0.5日

SC Simulationの活用

0.5日

従来手法

3台・4台・5台での検証

本取組

10人

4人

80％
削減

従来 今回

実施確認

合計

必要工数

3日

検証内容

3日

必要工数

0.5日

SC Simulation

0.5日

従来手法

3台・4台・5台での検証

本取組

有効性
運搬計画の検討時間を削減・品質が向上
経験の浅い職員でも練度の高い計画・管理が可能に

先進性
アジテータ車における運搬シミュレーション
現場進捗率の自動算出と可視化

波及性
汎用的なアプリデバイスの使用
様々な運搬車両に応用可能

運搬シミュレーションによる施工前検討と運行管理システムによる

リアルタイムの車両管理

✓ シミュレーションにより運搬台数・出荷ピッチを最適化

✓ 管理システムによりリアルタイム位置情報を把握

→ 品質向上と作業効率化を同時に達成

これら一連の取組みは、施工の全体最適化と若手技術者の

現場登用にもつながっている。

シミュレーションによる運搬計画と管理システムによる車両管理

✓ 運搬シミュレーションによりアジテータ車の運搬台数・出荷ピッチを最適化

✓ 運行管理システムによるリアルタイム位置情報の把握

    → 品質の向上と作業の効率化、若手職員の育成に寄与

実施確認

合計

必要工数

3日

検証内容

3日

必要工数

0.5日

SC Simulation

0.5日

従来手法

3台・4台・5台での検証

本取組

83.3％削減83.3％削減83.3％削減

検証結果検証結果

車両3台での検討

車両4台での検討

車両5台での検討

最新地形の効率的な取得による進捗状況の確認

✓ モバイル端末を用いて手軽に点群を取得

✓ デジタルツイン上で進捗状況を逐次確認

→ 施工不良による手戻り等の工期遅延を防止

運搬シミュレーションによる最適台数・出荷ピッチの検討

最新地形の効率的な取得による進捗確認

現地測量

図面・数量算出

合計

作業人工

2人工

2人工

検証内容
本取組

4人工

作業人工

0.25人工

0.25人工

SC Quick3D

SC Dashboard

0.5人工

従来手法

TS・レベル測量

CAD・エクセル等

87.5％削減87.5％削減87.5％削減
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